
広 報 及 び 広 聴

トライやる・ウィーク
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（令和４年度中）

種 別 回数 参集人員 消防職員 実施時間

巡 回 マ イ ク 376 1,207 407時間45分

消 防 教 室 231 28,106 804 262時間20分

幼 年 消 防 ク ラ ブ 活 動 38 4,175 161 38時間35分

少 年 消 防 ク ラ ブ 活 動 4 101 15 3時間30分

家 庭 防 火 ク ラ ブ 活 動 18 254 47 30時間00分

自 主 防 災 組 織 104 3,383 363 56時間23分

合 計 771 36,019 2,597 798時間33分

　　　　　このうち、消防に関する提案や要望、意見等の広聴件数は９件で、内訳は、総務２件、

広報及び広聴の概要

　　　１　広報

　　　　　安全で安心して暮らせるまちづくりの実現を目指し、消防行政の情報を市民に正しく伝

　　　　え理解と協力を得るため、広報広聴ガイドラインに基づき、市政ニュース、さくらＦＭ、

　　　　新聞その他広報媒体を活用した消防広報の推進に努めるとともに、ウェブアクセシビリテ

　　　　ィに準拠したホームページを用いて、より多くの市民に新鮮で豊富な情報を発信した。併

　　　　せて、フェイスブック・ＹｏｕＴｕｂｅ・ツイッター等のＳＮＳでも消防広報を実施した。

　　　２　広聴

　　　　　広聴については、広聴機会の充実と利便性の向上を目的に、令和３年度から全庁的な取

　　　　組として導入された「市民の声システム」を引続き適切に運用するとともに、市民からの

　　　　問合せ等を迅速かつ的確に処理して、消防への信頼確保に努めた。

　　　　企画１件、予防１件、指令１件、警防２件、救急２件となっている。

広報活動状況
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区　　分 年　間（件）

資料配布及び刊行物発行
（令和４年度中）

項　　目 部　　数 対　　　　　象

 ポ　ス　タ　ー 1,755 　　防 火 対 象 物　、　危　険　物　施　設

 防 災 冊 子 等 1,644 　　防 火 対 象 物　、　危　険　物　施　設

広 聴 事 務 処 理 状 況
（令和４年度中）

消防情報の提供(報道機関等)

総　務 2
事

　
務

　
分

　
掌

　
分

　
類

企　画 1

予　防 1

指　令 1

警　防 2

救　急 2

合　　計 9

（令和４年度中）

区分
合　計 予　防 警　防 救　急 その他

情報提供先

13
(市政・庁内ニュース他)

新聞等
65 9 25 16 15

(新聞・テレビ・ラジオ他)

市広報紙等
90 52 11 14

68

ホームページ 143 56 23 24 40

合　　計 298 117 59 54
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